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2022年 11月 11日 

各 位 

会 社 名 株式会社ササクラ 

代表者名 代表取締役社長 笹 倉 敏 彦 

 （コード：6303、東証スタンダード市場） 

問合せ先 執行役員総務部長 中 野 朋 宏 

電話番号 06-6473-2131（代表） 

 

 

（訂正）「ＭＢＯの実施及び応募の推奨のお知らせ」の一部訂正について 

 

当社が 2022 年 11 月 10 日付で公表いたしました「ＭＢＯの実施及び応募の推奨のお知らせ」について、そ

の内容の一部に訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、訂正箇所につきましては、下線を付しております。 

 

記 

 

３．本公開買付けに関する意見の内容、根拠及び理由 

（２）本公開買付けに関する意見の根拠及び理由 

③ 当社が本公開買付けに賛同するに至った意思決定の過程及び理由 

（訂正前） 

＜前略＞ 

なお、本公開買付価格は、当社の 2022年９月 30日現在の簿価純資産額である 22,091万円を本基準株

式数（3,062,776 株）で割ることにより算出した１株当たり純資産額である 7,189 円を約 43％下回って

いるものの、受注型ビジネスにおける特殊性の高い仕掛品（2022 年９月 30 日時点、5,678 百万円）、原

材料（2022 年９月 30 日時点、652 百万円）、並びに工場・機械装置及び研究設備（2022 年９月 30 日時

点、1,672 百万円）をはじめとした流動性の低い事業用資産が多く含まれていることに加え、債権回収

期間において回収条件（納入した機械・設備・装置による淡水生産量が基準値を上回ること）が付与さ

れているサウジアラビアの売上債権（2022年９月30日時点、5,082百万円）の早期回収に伴う費用・損

失、工場の閉鎖に伴う除去コストや清算に伴う従業員の割増退職金等、相当な追加コストの発生等を考

慮すると、資産売却等に伴い生じる具体的な金額等の試算までは行っていないものの、仮に当社が清算

する場合にも、簿価純資産額がそのまま換価されるわけではなく、上記の仕掛品、原材料、工場・機械

装置、研究設備、サウジアラビアの売掛債権の合計額 13,085 百万円は当社の簿価純資産の約 59％を占

めることから、相当程度毀損することが考えられます。また、純資産額は将来の収益性を反映するもの

ではないため、継続企業である当社の企業価値の算定において重視することは合理的ではないと考えて

おります。 

＜後略＞ 

 

（訂正後） 

＜前略＞ 

なお、本公開買付価格は、当社の 2022年９月 30日現在の簿価純資産額である 22,091百万円から非支

配株主持分 72 百万円を控除した 22,019 百万円を本基準株式数（3,062,776 株）で割ることにより算出

した１株当たり純資産額である 7,189円を約 43％下回っているものの、受注型ビジネスにおける特殊性

の高い仕掛品（2022年９月 30 日時点、5,678百万円）、原材料（2022年９月 30 日時点、652百万円）、

並びに工場・機械装置及び研究設備（2022年９月30日時点、1,672百万円）をはじめとした流動性の低

い事業用資産が多く含まれていることに加え、債権回収期間において回収条件（納入した機械・設備・

装置による淡水生産量が基準値を上回ること）が付与されているサウジアラビアの売上債権（2022 年
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９月 30日時点、5,082百万円）の早期回収に伴う費用・損失、工場の閉鎖に伴う除去コストや清算に伴

う従業員の割増退職金等、相当な追加コストの発生等を考慮すると、資産売却等に伴い生じる具体的な

金額等の試算までは行っていないものの、仮に当社が清算する場合にも、簿価純資産額がそのまま換価

されるわけではなく、上記の仕掛品、原材料、工場・機械装置、研究設備、サウジアラビアの売掛債権

の合計額 13,085 百万円は当社の簿価純資産の約 59％を占めることから、相当程度毀損することが考え

られます。また、純資産額は将来の収益性を反映するものではないため、継続企業である当社の企業価

値の算定において重視することは合理的ではないと考えております。 

＜後略＞ 

 

以 上 

 


